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研究成果の概要 

 

本研究では，オープンソースソフトウェア（OSS）を含むソフトウェアエコシステム全体を包括的に

保守するというコンセプト「メタメンテナンス」の社会実装に向けて，（１） OSSプロジェクトにおける

有用な知見の探索，（２） OSSエコシステムモニタリングシステムの開発，（３）メタメンテナンスに関

する自動化技術の開発，（４） OSSエコシステムを対象とした実証実験，という研究項目に取り組

んでいる．  

第二年次である 2023年度は，研究項目（１）において，有用な知識源として，コミットメッセージ

中の外部 URLについての大規模な実証分析結果を発表した 1)．この研究では，大規模言語モデ

ル実用化以前のソフトウェア開発における知識源とそのドキュメンテーションの傾向やリンク切れな

どの課題を明らかにした．また，別の知識源としてビルドシステムを対象とした研究では，異なるプ

ロジェクトに存在する技術的負債（技術的負債のクローン）について，その特徴を報告した 2)．ま

た，大規模言語モデルのアプリケーションの一つである ChatGPT との会話を URLで一般に公開

したリンクについて，そのリンクが現れる GitHub上のコンテキスト情報を付随したデータを作成し，

コミュニティに公開した 3)．大規模言語モデルによるソフトウェア開発へのインパクトはコミュニティの

大きな興味となっており，先駆的な貢献ができた．研究項目（４）に関する OSSエコシステムについ

て，OSS開発者個人への寄付とソーシャルネットワークの関係について調査した実証研究をソフト

ウェア工学最高位の国際会議で発表した４）． 
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